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静岡版旅酒『伊豆』(日本酒)の事業化（静岡）
特許庁委託事業 地方創生のための事業プロデューサー派遣事業

地方創生のための事業プロデューサー派遣事業

特許庁委託事業「地方創生のための事業プロデューサー派遣事業（平成28～30年度）」（本事業）では、新規事業創出の専門人材「事

業プロデューサー」を公的機関等の派遣先に常駐させ、地域が保有する技術力や知的財産を地域の課題に根ざした事業の中で活用す

ることにより地方創生を促進します。「事業プロデューサー」は、地域における事業化機能拡充のため、様々なネットワークを活用しなが

ら事業創出環境活動を支援します。

平成28年10月を皮切りに3名の事業プロデューサーが埼玉、静岡、北九州の3拠点に派遣され、併走型の地域ビジネス促進活動を

行っています。静岡では事業プロデューサーが静岡県産業振興財団に派遣され、静岡県と設立した「静岡県知的財産活用研究会」（以

下、「研究会」）を通じて県内各金融機関※と連携しながら加盟企業の事業化を推進しています。
※ 「静岡県知的財産活用研究会」に加盟する金融機関： 静岡銀行、清水銀行、スルガ銀行、静岡中央銀行、遠州信用金庫、浜松信用金庫、磐田信用金庫、掛川信用金庫、島田信用金庫、焼津信用金
庫、 静清信用金庫、しずおか信用金庫、富士信用金庫、富士宮信用金庫、沼津信用金庫、三島信用金庫、静岡県信用農業協同組合連合会

旅酒 ・三和酒造事例：静岡版旅酒『伊豆』(日本酒)の事業化

横浜市の企業旅酒は、旅酒ブランド(商標登録済)を全国展開するため、静岡県内で提携できる酒造会社を探していました。この度、本

事業の事業プロデューサーが静岡市清水区に本社を置く三和酒造と引き合わせを実施し、静岡版旅酒『伊豆』の販売が決定しました。

増山 達也（派遣先：静岡県産業振興財団）
専門性・実績
 地域金融機関における審査や営業、大手企業での銀行立

ち上げ等の知見を活かし、地方でのビジネス開発に従事。
特に静岡の知見と経験を豊富に有する

 会社経営者として全国に拠点を有する組織を経営し、地
域でのビジネス開発や組織運営に強力な専門性を有する

企業情報

HPはこちら

株式会社旅酒（神奈川県横浜市）
事業内容
 ボトルやラベルを統一、観光地限定で販売される

『旅酒~TABI-SAKE~』の企画、販売を行う
所在地：〒221-0052 横浜市神奈川区栄町５−１

(TEL：045-440-4531) 

写真提供：旅酒

三和酒造株式会社（静岡市清水区）
事業内容
 県内屈指、日本酒の老舗蔵元
 味も香りも豊かでインパクトのある「臥龍梅」

(商標登録済)が有名
所在地：:〒424-0038 静岡市清水区西久保501-10

(TEL：054-366-0380) 

HPはこちら

38. 旅酒
「伊豆」

Izu-Shizuoka

担当事業プロデューサー

1

http://tabi-sake.com/
http://www.garyubai.com/


2

増山事業プロデューサーのお蔭で、旅酒ブランドの最重要地域の静岡県におい
て、すでに名のある三和酒造様とのご縁を頂きました。このご縁は奇跡的なこと
であり、今後も販売に貢献して参ります。この度は誠にありがとうございました。旅酒取締役

丹生谷聡子様

事業プロデューサーによる支援実施へ

有限責任監査法人トーマツ
パブリックセクターアドバイザリー
地方創生のための事業プロデューサー派遣事業 事務局
片桐 豪志
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三和酒造のシーズ

日本酒『臥龍梅』が主力の銘柄

同社の特徴として、興津川の清水を

仕込み水に使用して長期低温発酵さ

せて日本酒を製造している

臥龍梅以外にも複数の銘柄を展開

旅酒様とのマッチングにより旅
酒『伊豆』が誕生したことを大変
うれしく思います。三和酒造様
の更なる発展のためご支援さ
せていただきます。(静岡銀行
様)

旅酒のニーズ

 全国の地酒を『旅酒』として統一ラベルでブランディング

 「～(観光名所)を旅して出会う酒」のキャッチフレーズで、そこ
でしか買えない希少性と、飲み切りサイズのボトルが人気

 訪日外国人に向けてラベルにQRコードを付加、多言語化対応

旅酒のシーズ

三和酒造のニーズ

静岡県中部・西部地域に比べて、東部

地域での販売が手薄であった

東部地域において差別化しながら販

売を強化できる策が必要ではないかと

感じていた

今後の事業展開

今回、静岡銀行様を通じてこのようなご縁をいただき、ありがとうございました。新
ブランドの立ち上げということもあり、不安もありましたが無事、旅酒『伊豆』の販
売までこぎつけることができました。日本酒の販売チャネルが変化している中で、
新しい販売チャネルに期待しています。三和酒造代表取締役

鈴木克昌様

「旅酒」（商標登録第5593695・5713720・5794907号）

 静岡県版『旅酒』に、味も香りも華やかで飲みやすい日本酒を
探していたが、適した酒造会社を見つけることができなかった

 手薄だった東部地域における効果的な販売策を立案、
実施することができた

 訪日外国人などにアピールできることになり、同社と
して新たな顧客層を開拓することができた

三和酒造にとってのメリット旅酒のメリット

 まだカバーできていなかった静岡県で、静岡県版
『旅酒』に適した酒造会社を見つけることができた

 これで旅酒のラインナップをほぼ日本全国分揃え
ることができた

三和酒造『臥龍梅』
（商標登録第5878593号)

提供：三和酒造

 今後も旅酒、三和酒造、事業プロデューサーの三者が相互に連携して販売を推進する

 マーケティング手法として、訪日外国人に加えて若年層もメインターゲットに、ウェブやSNSも活用したプロモーションを展開していく

事業プロデューサーのソリューション

 横浜の旅酒から事業プロデューサーへの支援依頼をいただいたため、酒造会社に求める希望条件をヒアリングし、静岡県産業振興財団
「知的財産活用研究会」・静岡銀行興津支店を通じてマッチング先を探した結果、前向きだった三和酒造を有力候補として交渉を開始

 ①『伊豆』という地域性を持たせた新銘柄の発売、②地域限定販売による希少性の確保、③旅酒のブランド力で訪日外国人など新たな顧
客層へのアピール、という販売策を提案したところ納得いただき、ここに両社のコラボレーションが実現した

 販路開拓も支援し、訪日外国人が利用する伊豆地区の鉄道会社沿線での販売が決定し、さらに伊豆地区のホテル・旅館・酒卸からも引
き合いがきている
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